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三
重
県
四
日
市
市
の
農
委
会
活
動
な
ど
を
研
究

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会
開
く

　

都
農
業
会
議
は
、
10
月
29
日
～

30
日
に
か
け
て
、
三
重
県
四
日
市

市
お
よ
び
菰
野
町
に
て
農
業
委
員

会
会
長
研
究
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
四
日
市
市
農
業
委

員
会
（
藤
谷
克
彦
会
長
）
よ
り
、

四
日
市
市
の
農
業
の
概
要
や
農
業

委
員
会
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
四
日
市
市
は
特
定
市

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
緑
地
の

状
況
に
つ
い
て
も
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

現
地
研
究
で
は
、
四
日
市
市
の

山
北
敬
次
氏
の
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な

ど
を
中
心
と
し
た
花
き
経
営
と
内

田
直
人
氏
の
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド
ウ
の

果
樹
経
営
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

山
北
氏
は
、
生
産
し
た
花
き
を

関
西
だ
け
で
な
く
、
東
京
に
も
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　

内
田
氏
は
農
外
か
ら
の
新
規
就

農
者
で
、
自
ら
の
農
業
経
営
に
つ

い
て
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
い
る
の
で
、
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
菰
野
町
農
業
委
員

会
（
松
岡
良
成
会
長
）
を
訪
ね
、

農
業
や
農
業
委
員
会
活
動
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
菰
野
町

の
特
産
で
あ
る
コ
モ
ノ
ダ
ケ
の
生

産
現
場
に
お
い
て
障
害
者
の
就
労

機
会
の
確
保
を
図
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
Ｊ
Ａ
み
え
き
た
四
季

彩
西
部
店
の
直
売
所
を
見
学
し

ま
し
た
。

自らの農業経営について話す山北氏
（左）

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
改
正

法
が
11
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
貸
借
手

続
き
の
一
部
が
簡
素
化
さ
れ
、

貸
付
け
ま
で
の
期
間
短
縮
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

毎
年
の
利
用
状
況
報
告
書
提
出

の
義
務
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
４
月
１
日
か
ら

は
、
事
業
対
象
農
地
が
農
業
振

興
地
域
か
ら
市
街
化
区
域
以
外

に
広
が
り
ま
す
。

　

東
京
都
農
業
会
議
で
は
、
担

い
手
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農

者
の
確
保
・
育
成
の
た
め
、
市

町
村
や
農
業
委
員
会
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
、
農
地
中
間
管
理

事
業
に
よ
り
農
地
の
活
用
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

11
月
１
日 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
改
正
法
が
施
行

あ　

ぜ　

み　

ち

▼
楽
し
み
な
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
が
始

ま
っ
た
。
パ
リ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
二
ツ
星
を
取
っ
た
男
が
東

京
で
フ
レ
ン
チ
の
三
ツ
星
に
挑

む
。
料
理
人
た
ち
の
物
語
だ
。

▼
帰
国
早
々
、
頑
固
に
フ
ラ
ン

ス
産
高
級
食
材
に
拘
る
彼
は
、

料
理
教
室
の
主
婦
に
一
蹴
さ
れ

る
。
華
麗
な
パ
ス
タ
に
ト
ッ
ピ

ン
グ
し
た
ト
リ
ュ
フ
を
、
あ
っ

さ
り
「
あ
り
き
た
り
」
と
評

さ
れ
、
バ
タ
ー
と
ハ
ー
ブ
を
完

璧
に
使
い
こ
な
す
と
自
負
す

る
彼
が
「
味
噌
と
醤
油
を
渡

さ
れ
て
一
か
ら
出
直
し
だ
」
と

呟
く
。
そ
う
、
日
本
人
の
舌
に

は
、
日
本
の
食
材
と
日
本
の

産
ん
だ
発
酵
調
味
料
。
時
折

登
場
す
る
実
に
旨
そ
う
な
糠

漬
け
も
ニ
ク
イ
！
▼
そ
し
て
、

２
万
円
の
コ
ー
ス
料
理
の
メ
イ

ン
に
「
茄
子
」
を
起
用
。
日
本

の
野
菜
は
「
質
が
高
い
。
だ
か

ら
メ
イ
ン
に
な
る
」。
そ
う
言
っ

て
ほ
場
め
ぐ
り
が
は
じ
ま
る
。

も
ぎ
取
り
ガ
ブ
リ
つ
く
表
情
。

ス
パ
ッ
と
包
丁
を
入
れ
た
美
し

い
切
り
口
。
滴
る
水
が
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
。
農
業
者
が
丹
精
し

た
芸
術
品
だ
。
茄
子
の
根
元
に

生
え
た
カ
タ
バ
ミ
も
採
用
。「
同

じ
土
に
生
え
た
も
の
は
相
性

が
い
い
」。
▼
セ
リ
フ
も
カ
メ

ラ
も
食
材
へ
の
敬
意
と
愛
を

感
じ
て
心
が
温
か
く
な
る
。
東

京
産
食
材
も
三
ツ
星
メ
ニ
ュ
ー

を
支
え
る
に
違
い
な
い
。

　

都
農
業
会
議
は
、

10
月
18
日
に
パ
ル

テ
ノ
ン
多
摩
に
て
、

多
摩
市
農
業
委
員

会
（
小
暮
和
幸
会

長
）
の
協
力
を
得

て
、
女
性
農
業
委
員
研
修
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
多
摩
市
農
業
委
員

会
の
女
性
委
員
で
あ
る
青
木
幸

子
委
員
、
伊
藤
千
春
委
員
、
武

内
好
惠
委
員
、
澤
登
早
苗
委
員

か
ら
、
女
性
委
員
の
活
動
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
地
研
究
と
し
て
青

木
委
員
、
日
野
市
の
石
坂
昌
子
氏

と
新
規
就
農
者
の
川
名
桂
氏
の
農

女
性
農
業
者
の
農
業
経
営
を
研
究

女
性
農
業
委
員
研
修
会

自らの農業経営について話す青木  
委員（左）

業
経
営
を
見
学
し
参
加
者
は
熱
心

に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
委
員
は
「
他
市

の
女
性
委
員
と
交
流
で
き
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
研
修
会
に
参
加
し
た
い
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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理
事
会

　

10
月
17
日
、
東
大
和
市
の
中

小
企
業
大
学
校
東
京
校
に
て
理

事
会
を
開
催
し
た
。

　

①
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」

許
可
申
請
に
伴
う
経
過
報
告
②

会
長
及
び
専
務
理
事
の
職
務
執

行
状
況
を
報
告
③
定
款
第
42
条

第
２
項
に
基
づ
く
常
設
審
議
委

員
会
で
の
処
理
件
数
を
報
告
し

た
。

第
７
回
常
設
審
議
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
に
開
催
。

　

①
９
月
の
農
地
転
用
許
可
状

況
を
東
京
都
よ
り
報
告
し
、
②

10
月
の
農
地
中
間
管
理
権
の
取

得
と
農
地
利
用
配
分
計
画
に
よ

る
使
用
収
益
権
の
設
定
状
況
を

報
告
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
９
月
26
日

に
Ｊ
Ａ
東
京
み
な
み
日
野
支
店

に
て
、
日
野
市
農
業
委
員
会
（
遠

藤
貴
義
会
長
）
の
協
力
を
得
て
、

農
地
部
会
長
研
究
集
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

最
初
に
本
会
よ
り
都
内
の
生
産

緑
地
の
下
限
面
積
引
き
下
げ
条
例

や
指
定
基
準
の
改
正
の
状
況
、
ま

た
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
状
況

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
日
野
市
農
業
委
員
会

か
ら
同
市
の
農
業
委
員
会
活
動

や
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の

活
用
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

現
地
研
究
と
し
て
、
都
市
農
地

貸
借
円
滑
化
法
を
活
用
し
新
規
就

農
し
た
川
名
桂
氏
や
水
田
を
借
り

た
馬
場
寛
明
氏
の
農
業
経
営
、
さ

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
研
究

農
地
部
会
長
研
究
集
会

　

東
京
都
農
業
会
議
は
10
月
10

日
、
青
梅
市
に
て
農
業
委
員
会

の
経
営
関
係
部
会
長
ら
を
対
象

と
す
る
研
究
集
会
を
開
き
、
各

区
市
町
村
か
ら
37
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

「
新
規
就
農
者
等
に
対
す
る
支

援
と
農
業
委
員
会
活
動
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
室
内
研
修
を
終
え
た

後
、
同
市
内
で
新
規
就
農
し
た

農
業
者
ら
４
経
営
体
の
取
組
み

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

高
瀬
翼
氏
は
農
業
法
人
へ
の

勤
務
を
経
て
就
農
し
ま
し
た
。

野
菜
を
栽
培
し
、
漬
物
業
者
や

ス
ー
パ
ー
、
Ｊ
Ａ
直
売
所
、
学

校
給
食
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。

　

永
易
征
道
氏
は
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
証
を
取
得
し
て
野
菜
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
「
新
規
就
農
者

が
苦
労
す
る
の
は
、
農
地
の
確

保
、
販
路
の
確
保
、
作
業
場
の

確
保
」
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
農
地
を
借
り
入

青
梅
市
の
新
規
就
農
者
等
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
研
究

経
営
関
係
部
会
長
研
究
集
会

柏市の担当者から事業の概要を聞く

　

南
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
協

議
会
（
吉
川
庄
衛
会
長
＝
町
田

市
）
は
10
月
24
日
に
千
葉
県
柏

市
で
「
手
賀
沼
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ク
事
業
」
な
ど
を
現
地

視
察
し
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
地
域
農
業
者
や
民

間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
市
民
主
体
で
検

討
を
進
め
、
手
賀
沼
を
観
光
資

源
に
農
地
・
農
業
を
活
用
し
た

観
光
資
源
に
農
地
・
農
業
を
活
用
し
た
地
域
振
興

南
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
協
議
会

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
会
だ
よ
り東

大
和
市
で
現
地
研
究

　

令
和
２
年
度
東
京
都
農
業
会

議
事
業
・
予
算
の
構
想
（
案
）

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

現
地
研
究

 
 

東
大
和
市
の
農
業
振
興
施

策
・
農
業
委
員
会
活
動
を
研
究

し
、
①
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
に

取
り
組
む
経
営
、
②
若
手
農
業

者
の
経
営
を
見
学
し
た
。

東大和市では農業者を交えて意見交
換を行った

新規就農の経緯や農業経営につい
て話す川名桂氏

経営部会長　高瀬翼さんの圃場を見学

地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
場
や
釣
り
場
、

日
帰
り
温
泉
を
併
設
し
、
「
道
の

駅
し
ょ
う
な
ん
」
で
の
特
産
野

菜
や
加
工
品
直
売
、
農
家
３
人

が
運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

ラ
ン
チ
が
好
評
だ
と
の
こ
と
で

す
。
集
客
や
運
営
面
な
ど
、
熱

心
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

れ
て
新
規
就
農
し
た
繁
昌
知
洋

氏
は
、
珍
し
い
野
菜
を
積
極
的

に
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

神
事
な
ど
に
使
う
サ
カ
キ
を

生
産
、
出
荷
す
る
株
式
会
社
彩

の
榊
（
佐
藤
幸
次
代
表
取
締
役
）

は
、
近
年
葬
儀
社
か
ら
の
受
注

を
増
や
し
、
販
路
を
拡
大
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ら
に
、
同
市
の
農
業
委
員
で
あ
る

馬
場
裕
真
氏
の
野
菜
経
営
、
遠
藤

貴
義
会
長
の
ブ
ド
ウ
経
営
を
見
学

し
ま
し
た
。
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都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
眞

利
子
伊
知
郎
会
長
）
は
、
10

月
１
日
～
７
日
に
、
ア
メ
リ

カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
お
よ
び

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
て
ア

メ
リ
カ
都
市
近
郊
農
業
事
情
視

察
を
開
き
ま
し
た
。

　

都
内
か
ら
農
業
者
を
中
心
に

23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

垂
直
型
水
耕
栽
培
施
設

　

視
察
１
日
目
と
な
っ
た
10
月

2
日
は
、
最
初
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
ハ
ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク
市
の

グ
リ
ー
ン
ズ
ド
ゥ
グ
ッ
ド
社
が

行
う
水
耕
栽
培
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

同
社
は
環
境
に
配
慮
し
た
水

耕
栽
培
に
よ
り
、
バ
ジ
ル
、
ケ
ー

ル
、
ル
ッ
コ
ラ
、
パ
セ
リ
な
ど

の
ほ
か
、
日
本
で
も
な
じ
み
の

深
い
ワ
サ
ビ
菜
や
水
菜
も
生
産

し
て
い
ま
す
。

　

水
耕
栽
培
で
あ
る
た
め
、
厳

し
い
水
質
管
理
を
徹
底
し
て
お

り
、
定
期
的
に
行
政
の
検
査
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

栽
培
は
、
専
用
の
部
屋
で
播

種
し
発
芽
さ
せ
、
1
週
間
か
ら

10
日
ほ
ど
で
、
垂
直
型
水
耕
栽

培
施
設
に
移
動
さ
せ
、
播
種
か

ら
２
週
間
程
度
で
出
荷
す
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
荷
体
制
は
鮮
度
に
こ
だ
わ

り
、
出
荷
当
日
に
収
穫
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
出
荷
か
ら
２

時
間
後
に
は
市
場
に
並
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

同
社
の
垂
直
型
水
耕
栽
培
施

設
は
低
コ
ス
ト
で
整
備
が
可
能

で
、
一
般
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
資
材
を
そ
ろ
え
る
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

低
コ
ス
ト
化
を
実
現
さ
せ
生

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
が

ア
メ
リ
カ
の
水
耕
栽
培
施
設
な
ど
を
視
察

み
出
し
た
利
益
は
、
同
社
の
特

徴
の
一
つ
で
あ
る
「
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
症
」
の
社
員
の
雇

用
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
担
当
者
は
「
利
益
を

設
備
投
資
に
振
り
向
け
て
、
さ

ら
に
規
模
拡
大
を
す
る
考
え
方

も
あ
る
が
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
の
社
員
の
雇
用
を
優
先

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
支
援
型
農
業

　

次
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
チ
ェ
ス
タ
ー
市
の
Ｏ
Ｒ
Ｔ

フ
ァ
ー
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
農
場
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
（
地

域
支
援
型
農
業
）
と
い
う
農
業

が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｓ
Ａ
（
地
域
支
援
型
農
業
）

と
は
、
主
に
、
消
費
者
が
前
払

い
に
よ
り
農
業
者
と
直
接
契
約

し
、
農
産
物
を
売
買
す
る
仕
組

み
で
す
。

　

こ
の
農
場
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
注
文
を
受
け
、
消
費
者
が
農

産
物
を
受
取
り
に
く
る
仕
組
み

を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

担
当
者
は
「
Ｃ
Ｓ
Ａ
は
前
払

い
な
の
で
、
農
家
に
と
っ
て
は

安
心
。
ま
た
、
消
費
者
に
と
っ

て
は
、
農
家
と
直
接
話
せ
た
り
、

子
供
に
は
良
い
食
育
と
な
る
」

と
メ
リ
ッ
ト
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

ア
メ
リ
カ
３
大
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
視
察
／
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
屋
上
で
の
水
耕
栽
培

　

10
月
3
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
に
て
、
ア
メ
リ
カ
の
３
大

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る

「
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
、
「
ト
レ
ー
ダ
ー
・
ジ
ョ
ー

ズ
」
、
「
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
」
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
地
区

の
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
屋
上
で
、
ゴ
ッ
サ
ム
・
グ

リ
ー
ン
社
に
よ
る
大
規
模
な
水

耕
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、
生

産
物
の
一
部
は
１
階
の
ス
ー

パ
ー
に
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
青
空
市
場

　

10
月
4
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
に

て
農
産
物
な
ど
青
空
市
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
に
て
最
も
規
模
の
大
き
い
青

空
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
ー
ジ

　

次
に
、
ハ
ド
ソ
ン
川
に
浮
か

べ
た
船
に
温
室
を
積
み
、
野
菜

な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
「
サ
イ

エ
ン
ス
・
バ
ー
ジ
」
（
科
学
の
荷

船
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
ー
ジ

は
、
環
境
教
育
な
ど
を
目
的
と

し
て
お
り
、
野
菜
栽
培
は
太
陽

光
、
風
力
、
バ
イ
オ
燃
料
の
使

用
に
よ
り
、
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

グリーンズドゥグッド社での見学の様子

ＯＲＴファームの担当者 (右から 2人目 )

ホールフーズ・マーケット屋上の水耕栽培

青空市場での食育の様子

サイエンス・バージの担当者（左）
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こ
の
た
び
の
台
風
19
号
な
ら

び
に
、
そ
の
前
後
に
発
生
し
た

台
風
15
号
や
17
号
、
10
月
下
旬

の
大
雨
等
の
災
害
で
は
、
国
内

の
広
範
な
範
囲
に
お
い
て
多
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、

農
業
委
員
会
系
統
組
織
と
し
て

被
災
し
た
農
業
者
等
の
今
後
の

経
営
と
生
活
の
回
復
を
図
り
、

一
日
も
早
い
復
興
を
支
援
す
る

た
め
、
義
援
金
の
募
集
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

送
金
先
等
は
農
業
委
員
会
事

務
局
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

の
で
、
農
業
委
員
な
ら
び
に
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

実
施
期
間
＝
令
和
元
年
11
月

11
日(

月)

か
ら
12
月
20
日

(

金)

ま
で

台
風
19
号
等
の
大
雨
災
害
義
援
金
の
募
集
活
動
を
実
施

　

都
農
業
法
人
協
会
（
北
島
一

夫
会
長
）
は
、
10
月
25
日
26
日

に
東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委

員
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
見
て
、

聞
い
て
、
話
そ
う
！
交
流
フ
ェ

ス
タ
」
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
内
産
の
ミ
ニ
シ
ク

ラ
メ
ン
や
パ
ン
ジ
ー
、
コ
ニ

フ
ァ
ー
な
ど
の
緑
化
植
物
の
苗

約
６
０
０
ポ
ッ
ト
を
販
売
し
、

多
く
の
消
費
者
が
新
鮮
で
良
質

な
花
苗
の
色
合
い
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

都

農

業

法

人

協
会

が  

交
流
フ
ェ
ス
タ
に
出
展

　

利
島
村
農
業
委
員
会
（
小
林
春

木
会
長
）
は
、
椿
振
興
に
関
す
る

計
画
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
九

州
に
て
現
地
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

利
島
村
農
業
委
員
お
よ
び
担
当

職
員
、
東
京
都
関
連
職
場
職
員
等

計
6
人
が
参
加
し
、
10
月
27
日
か

ら
31
日
に
長
崎
県
、
佐
賀
県
を
訪

ね
ま
し
た
。

　

長
崎
県
は
、
東
京
都
と
生
産

量
１
、
２
位
を
争
う
椿
実
の
生
産

県
で
、
主
産
地
の
五
島
市
、
新

上
五
島
町
を
訪
ね
、
生
産
や
活

用
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
研
究

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
県
農
林

技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最

近
の
研
究
成
果
な
ど
に
つ
い
て

話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
唐
津
市
で
は
、
市
内

の
椿
生
産
の
状
況
と
椿
の
化
粧

品
活
用
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ジ
ャ
パ
ン
コ
ス
メ
テ
ィ
ク
セ
ン

タ
ー
を
現
地
研
究
し
ま
し
た
。

椿
実
の
生
産
や
活
用
状
況
な
ど
を
現
地
研
究

利
島
村
農
委
会
な
ど

12
月
～
１
月
の
日
程

12
・
17 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

12
・
18 

㈬ 

農
地
流
動
化
・

　
　
　
　

 

利
用
集
積
現
地
研

1
・
9 

㈭ 

区
内
農
委
検
討
会

1
・
14 

㈫ 

島
し
ょ
農
委
検
討
会

1
・
16 

㈭ 

西
農
委
検
討
会

1
・
17 

㈮ 

常
設
審
議
委
員
会

1
・
20 

㈪ 

南
農
委
検
討
会

1
・
22 

㈬ 

北
北
農
委
検
討
会

1
・
24 

㈮ 

北
南
農
委
検
討
会

1
・
27 

㈪ 

北
西
農
委
検
討
会

1
・
30 

㈭ 

組
織
・
活
動
検
討
会

　

11
月
１
日
に
、
大
島
町
役
場
会

議
室
で
「
就
農
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

大
島
で
農
業
を
し
た
い
人
な

ど
、
農
業
に
興
味
の
あ
る
人
が
多

数
集
ま
り
、
こ
の
催
し
に
は
「
伊

豆
大
島 

農
あ
る
島
暮
ら
し
体
験
」

で
大
島
町
を
訪
れ
て
い
た
３
人
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
島
町
か
ら
「
大
島
町

の
農
業
と
農
業
委
員
会
活
動
」
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
「
伊
豆
大
島
の
農
業
の
現
状
」

に
つ
い
て
都
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
大
島
事
業
所
よ
り
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
農
業
会
議

よ
り
「
職
業
と
し
て
の
農
業
」
お

大
島
で
「
就
農
セ
ミ
ナ
ー
」
開
か
れ
る

農
業
に
関
心
の
あ
る
島
民
な
ど
が
集
ま
る

大島で農業をしたい人が集まりセ
ミナーを受講

植栽事業を活用し約 10 年たった五島
市の椿園

よ
び
「
都
内
の
新
規
就
農
者
の
状

況
」
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

檜
原
遊
休
農
地
等
対
策
推
進
委

員
会
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
組
合
員

な
ど
15
人
が
、
10
月
３
日
に
地
域

振
興
や
農
地
活
用
つ
い
て
の
視
察

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
を
中
心
に
、
地
域
外
の

人
に
も
呼
び
か
け
て
、
過
疎
化
が

進
む
地
域
の
活
性
化
に
取
組
む
八

王
子
市
小
津
倶
楽
部
を
訪
れ
、
共

通
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
市
で
、
農
福
連
携
に

よ
る
農
業
経
営
を
行
う
（
株
）
グ
ッ

ド
ホ
ー
ム
を
現
地
研
究
し
ま
し

た
。

　

午
後
は
瑞
穂
町
に
移
動
し
、
清

水
牧
場
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

牧
場
経
営
と
６
次
産
業
化
に
つ
い

地
域
振
興
や
農
地
の
活
用
に
つ
い
て
の
視
察
研
修
会
を
実
施

檜
原
村小津倶楽部のメンバーとの話し合い

て
、
桐
原
農
場
で
は
新
規
就
農
者

の
立
場
か
ら
農
地
の
確
保
や
参
入

後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
を

聞
き
ま
し
た
。

　

檜
原
村
の
現
状
の
課
題
、
今
後

の
振
興
施
策
を
考
え
る
上
で
有
効

な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。




